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一
投
稿
資
格
原
則
と
し
て
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
以
上
の

在
学
生
、
研
究
生
、
修
士
の
学
位
を
有
す
る
も
の
及
び
後
期
博
士
課
程
単

位
取
得
退
学
者
と
す
る
。
た
だ
し
、
大
学
卒
業
の
者
で
あ
っ
て
も
、
研
究

機
関
、
マ
ス
コ
ミ
、
言
論
機
関
、
そ
の
他
企
業
や
団
体
の
研
究
部
門
に
お

い
て
研
究
に
従
事
し
て
い
る
者
に
対
し
て
は
、
門
戸
を
開
放
す
る
。

二
原
稿
内
容
法
律
学
、
政
治
学
、
社
会
学
に
関
す
る
学
術
論
文
。

三
原
稿
枚
数
四
○
○
字
詰
原
稿
用
紙
四
○
～
八
○
枚
。
二
○
○
字

詰
原
稿
用
紙
で
も
よ
い
。
ワ
ー
プ
ロ
を
使
用
す
る
場
合
は
、
一
行
三
○
字

の
一
頁
二
○
行
で
、
行
間
を
ゆ
っ
た
り
と
と
り
、
原
則
的
に
は
縦
組
み
の

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
に
す
る
。
打
ち
出
し
た
原
稿
に
そ
え
て
フ
ロ
ッ
ピ
ー

（
Ｍ
Ｓ
，
Ｄ
Ｏ
Ｓ
化
し
た
も
の
）
を
提
出
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

四
執
筆
要
領
論
文
審
査
及
び
論
文
を
印
刷
す
る
関
係
で
詳
細
な
執

筆
要
領
（
投
稿
規
程
に
付
属
）
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
従
っ
て
執
筆
す
る

こ
と
。

五
論
文
審
査
提
出
さ
れ
た
論
文
は
編
集
委
員
会
に
お
い
て
審
査
の

上
、
掲
載
を
決
定
す
る
。
こ
の
間
、
編
集
委
員
会
よ
り
原
稿
の
手
直
し
を

求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

六
論
文
掲
載
費
論
文
掲
載
費
と
し
て
二
万
円
を
徴
収
す
る
。
掲
載

投
稿
規
程
概
略

十
投
稿
規
程
の
請
求
・
投
稿
申
込
・
論
文
提
出
受
付
窓
口

直
接
の
場
合
慶
礁
義
塾
大
学
三
田
教
務
部
一
・
二
番
窓
口

費
は
審
査
合
格
の
通
知
を
う
け
た
と
き
、
納
入
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
平
成
元
年
四
月
以
降
に
慶
雁
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課

程
ま
た
は
後
期
博
士
課
程
は
入
学
Ｕ
、
‐
論
文
刊
行
費
を
納
入
し
て
い
る
者

に
つ
い
て
は
徴
収
し
な
い
。

七
刊
行
期
日
年
四
回
の
刊
行
を
予
定
（
別
表
参
照
）
。

八
論
文
提
出
方
法
論
文
二
部
に
投
稿
規
程
に
記
載
さ
れ
た
書
類
を

付
し
て
、
別
表
記
載
の
期
日
ま
で
に
、
後
掲
受
付
け
窓
口
に
持
参
ま
た
は

郵
送
す
る
こ
と
。
な
お
、
提
出
さ
れ
た
論
文
は
審
査
の
合
否
に
か
か
わ
ら

ず
一
切
返
却
し
な
い
の
で
、
持
参
・
郵
送
を
問
わ
ず
、
必
ず
控
え
を
と
っ

て
お
く
こ
と
。

九
論
文
提
出
期
日
左
記
の
表
の
期
日
を
締
切
日
と
し
、
期
日
が
休

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
を
締
切
日
と
す
る
。
郵
送
の
場
合
は
期
日
必
着
、

遅
延
は
一
切
認
め
な
い
。

３０Ｚ

投稿規程・編集後記



郵
送
の
場
合
〒
一
○
八
’
八
三
四
五

東
京
都
港
区
三
田
二
’
一
五
’
四
五

慶
膳
義
塾
大
学
教
務
部
法
学
部
係

な
お
、
郵
送
で
投
稿
規
程
を
請
求
す
る
場
合
は
、
封
書
で
表
面
左
下
に

「
論
究
投
稿
規
程
請
求
」
と
記
入
し
、
返
信
用
封
筒
（
長
形
三
号
を
使
用
。

宛
先
記
入
の
上
、
切
手
九
○
円
を
貼
付
）
を
同
封
す
る
こ
と
。

十
一
問
合
せ
先
（
封
書
に
限
る
）

〒
一
○
八
’
八
三
四
五

東
京
都
港
区
三
田
二
’
一
五
’
四
五

慶
膳
義
塾
大
学
法
学
部
研
究
室
内

大
沢
秀
介

表
面
左
下
に
「
論
究
問
合
せ
」
と
記
入
し
、
返
信
用
封
筒
（
宛
先
記
入

の
上
、
切
手
八
○
円
を
貼
付
）
を
同
封
す
る
こ
と
。

今
号
の
応
募
状
況
は
、
論
文
提
出
が
一
三
件
で
、
審
査
の
結
果
、
条
件

付
き
合
格
に
よ
る
再
審
査
を
含
む
最
終
合
格
が
九
件
と
な
っ
た
。
最
近
の

号
に
比
べ
る
と
、
審
査
件
数
、
最
終
合
格
数
が
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
条
件
付
き
合
格
と
な
っ
た
も
の
に
つ

い
て
も
、
最
終
的
に
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
の
あ
る
こ
と
に
留
意
さ
れ
た

い
。
今
号
に
つ
い
て
は
、
政
治
学
関
係
の
論
文
が
過
半
数
を
占
め
て
い
る

が
、
次
回
か
ら
は
政
治
学
関
係
の
論
文
と
法
律
学
関
係
の
論
文
の
提
出
が

と
も
に
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
特
に
、
次
号
は
例
年
時
期
的
に

論
文
数
の
多
い
号
に
あ
た
る
の
で
、
応
募
者
諸
氏
に
よ
る
数
多
く
の
自
信

作
・
力
作
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
た
い
。

な
お
、
今
号
か
ら
慶
膳
義
塾
大
学
出
版
会
内
部
の
異
動
の
関
係
で
、
法

学
政
治
学
論
究
の
担
当
者
が
渡
辺
絵
里
子
さ
ん
か
ら
、
近
藤
幸
子
さ
ん
に

代
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
渡
辺
さ
ん
に
は
、
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
っ

た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。
今
後
は
、
近
藤
さ
ん
の
力
を

借
り
な
が
ら
、
法
学
政
治
学
論
究
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

〔
大
沢
秀
介
・
記
〕

〔
編
集
後
記
〕

３０２
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